
  月 号

●由良町の人口と世帯（　）前月比　人口 6,386（－ 11）　男 3,106（－ 6）　女 3,280（－ 5）　　世帯数 2,606（+  5）( 平成 26 年 7 月末現在）

2014
9
ＮＯ . ２９２　　

発行　由良町総務政策課
和歌山県日高郡由良町大字里１２２０番地の１
TEL　０７３８－６５－０２００
ホームページアドレス
http://www.town.yura.wakayama.jp/
『防災無線』電話で確認サービス（無料）　

ＴＥＬ　０１２０－００－１６８７

広報

今月号の主な内容
◎国民年金保険料は納付期限までに納めましょう　ほか
◎９月 10 日～ 16 日は自殺予防週間です
◎農地中間管理事業による農地の賃借がスタートします　
◎９月１日は【防災の日】　ほか
◎ゆるキャラグランプリ 2014　ほか
◎平成 26 年度自衛官募集案内　ほか
◎文芸コーナー
◎９月 10 日は「下水道の日」　ほか
◎由良町 9 月カレンダー
◎子ども会アウトドア研修会　ほか
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国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

詳しいことについては、住民福祉課（TEL ６５－０２０１）又は田辺年金事務所（ＴＥＬ
０７３９－２４－０４３２）までお問い合わせください。

詳しいことについては、和歌山地方法務局人権擁護課内和歌山県人権擁護委員連合会（ＴＥ
Ｌ０７３－４２２－５１３１）までお問い合わせください。

平成 26 年４月分から平成 27 年３月分までの国民年金保険料は、月額１５，２５０円です。保険
料は、日本年金機構から送られる納付書により、金融機関・郵便局・コンビニエンスストアで納め
ることができます。また、クレジットカードによる納付やインターネット等を利用しての納付、そ
して便利でお得な口座振替もあります。

日本年金機構では、国民年金保険料を納期限までに納めていただけない方に対して、電話、書面
及び面談により早期に納めていただくよう案内を行っています。

未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、
指定された期限までに納付されていない場合は、延滞金が課される
だけではなく、※納付義務のある方の財産を差し押さえることがあ
りますので、早めの納付をお願いします。

所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、免除される制度
や猶予される制度がありますので、住民福祉課の窓口へご相談くだ
さい。

※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主になります。

全国一斉
「高齢者・障害者の人権あんしん相談」

強化週間を実施します！！

期　　間 9 月 8 日 ( 月 ) から 14 日 ( 日 ) までの 7 日間

時　　間
午前 8 時 30 分から午後 7 時まで
ただし、土・日曜日については、午前 10 時から午後 5 時まで

電話番号 ０５７０－００３－１１０（全国共通ダイヤル）

相談内容

高齢者や障害者に関する人権について何でも相談できます。
相談は無料で、秘密は厳守されます。法務局職員又は人権擁護委員が相談に応じ
ますので、日頃の悩みをお気軽にご相談ください。
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９月１０日～１６日は自殺予防週間です

国では自殺に対する誤解や偏見をなくし、正しく理解するために９月 10 日の世界自殺予防デー
から１週間を「自殺予防週間」として、国民の参加による啓発活動をすすめています。

〇自殺をめぐる現状
平成 10 年に年間の自殺者数が３万人を超え、その後も高い水準が続き、大きな社会問題となっ

ています。また、自殺者の７割以上を男性が占め、なかでも 45 ～ 64 歳の中高年層で男性の自殺者
の約 4 割を占めています。自殺の原因・動機では、うつ病や身体の病気などの「健康問題」が最も
多く、生活苦や多重債務などの「経済・生活問題」、夫婦関係の不和や家族の将来悲観などの「家庭
問題」と続いています。

〇自殺は追い込まれた末の死
自殺は個人の自由な意思や選択の結果と思われがちですが、実際には様々な要因が複雑に関係し

て、自殺以外の選択肢が考えられなくなるなど、自殺に至る過程で精神的に追い込まれていること
が指摘されています。また自殺を図る直前に、うつ病などの精神疾患を発症し、正常な判断を行う
ことができない状態となっていることも報告されています。このように多くの自殺は、個人の自由
な意思や選択の結果ではなく、様々な要因により心理的に「追い込まれた末の死」と言われています。

〇自殺は防ぐことができます
…まずは、気付くことから
自殺を考えている人も、多くの場合、死の瞬間まで「生きたい」という気持ちとの間で激しく揺

れ動いていると言われています。まず周囲の人がそのことを理解し、悩みを抱えた人が行動や行為
で発している救いを求めるサインに気付くことが大切です。

身近な人に、“ いつもと違う ” 言動が見られませんか？気になる様子があれば、「心配している」
というメッセージを伝えましょう。

あなたにもできる自殺予防のための行動

家族や仲間の変化に気付いて、声をかける

本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける

早めに専門家に相談するよう促す

温かく寄り添いながら、じっくりと見守る

気付き

見守り

つなぎ

傾聴
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農地中間管理事業による農地の賃借がスタートします

～あなたの「貸したい」「借りたい」をサポートします～

公益財団法人和歌山県農業公社（農地中間管理機構）では、農業協同組合（以下「ＪＡ」という )
等の関係機関と一体となり、農業経営の規模を拡大したい担い手農家や今後農業を始めたい新規就
農者等への農地の賃借を進める「農地中間管理事業」を開始しました。

農地中間管理事業とは、農地中間管理機構が農地を貸したい方から農地を借り受け、公募により
集められた農地を借りたい方に対して、農地を貸し付ける事業です。

２．農地中間管理事業のポイント
１）農地を貸したい方（出し手農家）

①最寄りのＪＡで貸したい農地の相談を随時受け付けています。
②対象となる農地は「農業振興地域」内の農地です。
　（相談を受けた段階ですぐに農業公社が借り受けるものではありません。また、条件により借
　り受け対象とならない農地もあります。）

２）農地を借りたい方（受け手農家）…公社が実施する担い手募集への応募が必要です。
①農業公社のホームページ、ＪＡや町の窓口で受け付けます。
②募集は、今後、９月、12 月、３月に行う予定です。

３）借受者（受け手農家）の決定
　貸付希望農地の情報と受け手農家の希望を基に、農業公社が定める基準により借受け希望者
　に優先順位をつけて順次協議を行い、決定します。

１．農地中間管理事業の仕組み

３．農地中間管理事業のメリット
１）公的機関の機構との契約なので安心

・出し手農家は公社との契約なので安心、農地は契約期間が終われば確実に返還され、賃料は公
社が回収するので、手間がかかりません。

・受け手農家は借り受け農地の所有者が複数の場合でも契約は公社とだけで済み、借入期間中は
安心して耕作可能です。

２）一定の要件を満たせば、地域集積協力金（出し手地域に対する支援）等の支援が受けられます。

詳しいことについては、最寄りのＪＡ若しくは公益財団法人和歌山県農業公社（農地中間
管理機構）（TEL ０７３－４３２－６１１５）、産業建設課（TEL ６５－１２０３）まで
お問い合わせください。

農地活用協議会
（JA、市町、農委会、振興局）
・農地の掘り起こし
・農地の確認
・農地のマッチング活動 等

和歌山県農業公社
（農地中間管理機構）

・農地の借受希望者の公募
・農地の借受と貸付
・農地の中間保有

農
地
を
貸
し
た
い
方

農
地
を
借
り
た
い
方

貸付相談 連携

借受

応募

貸付
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町税の納期限 固定資産税　      　第３期 9 月３０日 ( 火 )国民健康保険税　　第４期

「税に関する標語」の募集、締め切り間近！<９月５日（金）まで>

由良町在住の方であれば、どなたでも応募いただけます。
税に関することでしたら何でも結構です。自由な発想をお待ちしています。
応募用紙・応募箱は役場のほか、中央公民館・白崎会館・衣奈会館に用意してあります。
優秀作品には、表彰および賞品の贈呈があります。奮ってご応募ください。

１．気象警報や地震に関連する情報等の発表時にとるべき行動を家族全員で確認しておきましょ
う。

２．あらかじめ避難場所、避難経路（津波ハザードマップ等）を決めておきましょう。
３．飲料水や食料（最低でも３日分、できれば１週間分程度）、懐中電灯、ラジオなどリュックサッ

クなどにひとまとめにし、すぐに持ち出せるようにしておきましょう。
４．地震の揺れを感じたり、津波警報や津波注意報が発表されたときは、

すぐに海辺から離れるようにしましょう。
５．ラジオ・テレビ・町内放送などにより、正しい情報を入手しましょう。
６．家具は、出入口付近に置かないようにし、寝室の家具は寝ている人の

上に倒れてこないように配置しましょう。また、家具を柱や壁に金具
で固定し、転倒防止を図りましょう。

７．自主防災活動の実施及び参加により、地域住民間でのコミュニケーションを図りましょう。

平成 25年度　町長賞『君の夢　ぼくの未来に　生きる税』

詳しいことについては、税務課（ＴＥＬ６５－１８０２）までお問い合わせください。

９月１日は【防災の日】

　　８月３０日から９月５日は『防災週間』です。

詳しいことについては、総務政策課（ＴＥＬ６５－１８０１）までお問い合わせください。

身近なところから防災対策を始めましょう。
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由良町の観光 PR キャラクターである「ゆらの助」が、ゆるキャラグ
ランプリ 2014 にエントリーしました。

ゆるキャラグランプリとは、まちおこしのために頑張っている企業や
ご当地キャラクターの人気を投票により決める大会です。

他のゆるキャラに負けないよう PR 活動に取り組みますので、応援よ
ろしくお願いします。

平成２６年度

ゆるキャラグランプリ2014

　「最近、もの忘れをする…」・「『あれっ』と思うことが増えた」・「家族が認知症ではないか」といっ
たお悩みにお応えできるよう相談会を実施します。
　ご本人又はご家族の方、お気軽にご相談ください。

も の 忘 れ 無 料 相 談 会

開催日 時間 場所 サポート医
９月 11 日（木） 午後 2 時 30 分～午後 4 時 由良町中央公民館 村垣雅代先生

定　　員：３組まで
相談時間：１組　約 20 分程度

事前予約が必要ですので、９月８日（月）までに由良町地域
包括支援センター（６５－０２０１）までご連絡ください。

日高医師会の医師が
お話を伺います。

投票方法等の詳しい内容については、ゆるキャラグランプリ 2014 のウェブサイト
http://www.yurugp.jp/ をご覧ください。

全
国
消
費
実
態
調
査
は
、
家
計
の

構
造
を
「
所
得
」、「
消
費
」
及
び
「
資

産
」
の
３
つ
の
側
面
か
ら
総
合
的
に

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本

年
９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
３
か
月
間

に
渡
っ
て
、
家
計
の
収
支
及
び
貯
蓄
・

負
債
、
耐
久
消
費
財
、
住
宅
・
宅
地

な
ど
の
家
計
資
産
を
総
合
的
に
調
査

し
ま
す
。 

家
計
に
関
す
る
調
査
と
し
て
毎
月

実
施
し
て
い
る
家
計
調
査
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
主
な
目
的
が
全
国
的
な

家
計
収
支
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
あ
る
た
め
、
調
査
す
る
世
帯

が
少
な
く
詳
細
な
分
析
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
全
国
消

費
実
態
調
査
は
家
計
調
査
か
ら
得
る

こ
と
の
で
き
な
い
詳
細
な
結
果
を
得

る
た
め
に
実
施
す
る
調
査
で
す
。

調
査
員
が
お
宅
に
伺
い
ま
し
た

ら
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳しいことについては、総務政策課（ＴＥＬ６５－１８０１）までお問い合わせください。

平
成
26
年

　
全
国
消
費
実
態
調
査
が

　
　
９
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

　※医療機関で既に認知症の診断を受けている方は除きます。
　※医師による相談会です。診察ではありません。
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詳しいことについては、自衛隊御坊地域事務所　御坊市湯川町小松原４１０－１　丸仁ビ
ル 1 階（御坊駅市駐車場入口）平日：午前 8 時 30 分～午後 6 時（ＴＥＬ２３－００２０）
までお問い合わせください。

試験項目 対象年齢 内　　容 願書受付

自衛官候補生 18 ～ 27 歳未満
（高卒見込み含む。）

自衛官になる一般的コース（任期制）
任期は陸２年、海・空は３年とし、
選抜試験により曹・幹部自衛官への
道も開かれています。

男子 ９月 30 日まで

防衛大学校 18 ～ 21 歳未満
（高卒見込み含む。） 将来の幹部自衛官を養成するコース

一般（前期）
９月５日～９月 30 日まで
推薦・総合選抜
９月５日～９月９日まで

防
衛
医
科
大
学
校

看
護
学
科
学
生

自衛官
コース

18 ～ 21 歳未満
（高卒見込み含む。） 看護師、保健師の幹部自衛官を養成 ９月５日～９月 30 日まで

技官
コース

18 ～ 24 歳未満
（高卒見込み含む。） 看護師、保健師の技官を養成 ９月５日～９月 30 日まで

防衛医科大学校 18 ～ 21 歳未満
（高卒見込み含む。）

医師である幹部自衛官を養成するコ
ース ９月５日～９月 30 日まで

◆説明会
　日　時：平成 26年９月 14日（日）、21日（日）
　場　所：自衛隊御坊地域事務所（午前 10時～午後３時）

　受験料無料！　試験場所：和歌山市及び田辺市　

平成 26年度自衛官募集案内

　御坊調停委員懇談会では、9 月 13 日 ( 土 ) 午前 10 時から午後３時まで、御坊商工会議所３階（小
会議室）において調停相談会を開催します。調停手続き（トラブルの解決）等でお困りの方はお気
軽にご利用ください。なお、相談は無料です。

調停相談会開催のお知らせ

詳しいことについては、御坊裁判所（ＴＥＬ２２－０００６）までお問い合わせください。
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公
民
館
最
新
購
入
図
書
案
内

中
央
公
民
館

●
一
般
図
書

・「
青
玉
の
笛
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤
田
ふ
じ
子　

光
文
社

・「
骨
を
彩
る
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彩
瀬
ま
る　

幻
冬
舎

・「
異
国
合
戦
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
井
三
四
二　

講
談
社

・「
恋
情
の
果
て
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
原
亞
衣
子　

光
文
社

・「
す
え
ず
え
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畠
中
恵　

新
潮
社　

●
児
童
図
書

・「
ち
こ
く
姫
」　　
　
　
　
　
　

よ
し
な
が
こ
う
た
く　

長
崎
出
版

・「
ぼ
く
だ
っ
て
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」　

よ
し
な
が
こ
う
た
く　

講
談
社

・「
へ
ん
て
こ
マ
ン
シ
ョ
ン
」　　
　
　
　
　

深
見
春
夫　

佼
成
出
版

※
こ
れ
ら
の
図
書
は
、
最
近
購
入
し
た
も
の
の
一
部
で
す
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

十
七
夜
観
音
さ
ま
に
詣
で
来
て
庭
の
若
葉
に
染
ま
り
て
ゐ
た
り

二
・
三
日
逢
は
ず
も
友
ら
「
久
し
ぶ
り
」「
ご
機
嫌
さ
ん
」
と
最
寄
り
は
楽
し

四
條
に
早
苗
植
ゑ
ゆ
く
音
か
ろ
し
手
品
の
ご
と
き
爪
に
見
惚
る
る

ひ
と
り
居
の
襖
に
ひ
た
と
張
り
つ
き
て
小
さ
き
蛾
一
つ
ひ
と
夜
泊
ま
れ
り

花
の
季
は
い
つ
も
と
違
ふ
道
を
ゆ
き
ま
だ
見
ぬ
花
を
探
し
て
歩
く

庭
の
木
を
勝
手
に
伐
ら
れ
る
と
母
は
言
ひ
汝
に
頼
ま
れ
し
と
切
り
し
老
言
ふ

五
日
間
の
不
在
に
ト
マ
ト
熟
れ
た
る
か
佛
前
に
誰
か
供
へ
て
あ
り
ぬ

端は
ざ
か
い
き

境
期
か
蜜
を
求
め
て
カ
タ
バ
ミ
の
小
さ
き
花
に
も
蜜
蜂
の
群
る

山
に
没
り
し
日
華
は
見
え
ず
矢
の
ご
と
き
光
は
し
ば
し
厨
に
届
く

雨
の
日
は
ま
こ
と
安
ら
ぐ
夕
つ
方
眺
む
る
空
よ
り
短
歌
ふ
り
こ
よ

長
谷
寺
に
観
音
和
讃
唱
和
す
る
し
づ
ま
る
堂
に
鈴
と
鐘
の
音

庭
隅
の
色
と
り
ど
り
の
紫
陽
花
が
雨
の
雫
に
頭
下
げ
を
り

葉
隠
れ
の
梅
の
実
探
し
廻
れ
ど
も
今
年
は
何
故
か
量
の
少
な
き

父
の
日
に
娘
に
贈
ら
れ
し
桔
梗
の
花
三
十
五
年
目
の
紫
に
ほ
ふ

窓
辺
よ
り
見
え
し
あ
ぢ
さ
ゐ
枯
れ
ゆ
き
て
わ
が
歯
の
治
療
大
詰
め
向
ふ

梅
雨
晴
れ
の
摘
果
な
し
ゆ
く
折
々
を
樹
の
間
ぬ
け
く
る
風
の
や
さ
し
さ

紫
の
木
槿
の
花
の
咲
き
つ
ぎ
て
雨
の
少
な
き
梅
雨
の
陽
に
照
る

か
ろ
や
か
に
体
ゆ
ら
せ
て
石
の
上
に
逃
げ
し
蜥と

か
げ蜴

は
ふ
り
む
き
に
け
り

小

川

中

家

細

川

竹

中

大

西

山

下

寺

井

浜

田

二
本
松

小

川

中

家

竹

中

大

西

細

川

山

下

浜

田

寺

井

二
本
松

 

由
良
短
歌
会　
七
月
詠
草　
　

玲

子

か
よ
子

ミ
チ
ヨ

貞

子

克

恵

清

美

冴

子

順

子

せ
つ
子

玲

子

か
よ
子

貞

子

克

恵

ミ
チ
ヨ

清

美

順

子

冴

子

せ
つ
子

衣
奈
会
館

白
崎
会
館

・「
帰
ら
ず
の
海
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馳
星
周　

徳
間
書
店

・「
ア
ク
ワ
マ
リ
ン
の
神
殿
」　　
　
　
　

海
堂
尊　

K
A

D
O

K
A

W
A

 

・「
つ
ば
き
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
一
力　

光
文
社

・「
春
の
庭
（
芥
川
賞
受
賞
作
品
）」　　
　

  

柴
崎
有
香　

文
藝
春
秋

・「
ケ
シ
カ
ス
く
ん
（
１
～
５
）」　                 

村
瀬
範
行　

小
学
館

・「
破
門
」　                                     

黒
川
博
行　

K
A

D
O

K
A

W
A

・「
探
偵
が
腕
貫
を
外
す
と
き
」　       

西
澤
保
彦　

実
業
之
日
本
社

・「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
み
ー
つ
け
た
！　

ゆ
か
い
な
ぼ
う
け
ん
」　

                                                

や
な
せ
た
か
し　

フ
レ
ー
ベ
ル
館　
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「
初
恋
」

恋
を
し
た
遠
い
あ
の
人
今
ど
こ
に

青
春
の
初
恋
の
人
い
ま
何
処

恋
に
泣
き
そ
れ
で
も
恋
を
も
と
め
て
る

偶
然
の
出
会
い
が
結
ぶ
初
恋
よ

初
恋
も
ど
こ
吹
く
風
と
今
を
生
き

初
恋
は
サ
ツ
キ
の
庭
で
い
ま
主
人

初
恋
は
過
去
へ
旅
す
る
ノ
ス
タ
ル
ジ

あ
っ
た
か
な
初
め
て
の
恋
と
い
う
も
の

花
子
と
ア
ン
思
い
よ
ぎ
る
よ
喜
寿
の
夢

ク
ラ
ス
会
あ
ん
な
バ
バ
ー
に
惚
れ
た
と
は

初
恋
の
あ
の
人
今
は
何
処
か
な

先
生
と
別
れ
て
知
っ
た
淡
い
恋

初
恋
は
燃
え
て
切
な
い
曼
珠
沙
華

初
恋
の
花
に
会
え
ま
す
同
窓
会

初
恋
は
花
火
の
よ
う
に
燃
え
尽
き
た

初
恋
は
花
あ
る
君
と
思
ふ
ゆ
へ

初
恋
は
思
い
で
詰
ま
る
玉
手
箱

初
恋
も
最
後
の
恋
も
お
父
さ
ん

初
恋
は
遠
い
昔
に
置
き
忘
れ

（
自
選
句
・
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

老
鶯
や
熊
野
古
道
は
深
深
と

磯
畑
の
ト
マ
ト
真
っ
赤
や
捥
ぎ
て
食
ぶ

ル
ー
ト
毎
違
へ
し
富
士
の
山
開
き

晩
年
の
日
課
と
な
り
て
昼
寝
す
る

輪
郭
を
貴
き
も
の
に
舞
妃
蓮

の
う
ぜ
ん
の
影
を
と
ら
へ
て
白
き
塀

香
水
や
女
で
あ
る
と
い
ふ
一
日

空
蝉
と
な
り
て
過
去
へ
の
思
ひ
捨
つ

山
の
駅
さ
さ
ゆ
り
咲
き
て
朝
が
来
る

大
橋
よ
り
海
水
浴
を
真
下
に
す
る

夏
痩
せ
や
菜
を
分
け
合
い
共
に
寡
婦

梔
子
の
白
き
へ
夕
照
ま
は
り
く
る

梅
雨
の
川
藻
を
食
む
魚
の
腹
光
る

甘
辛
き
匂
ひ
厨
の
青
簾

明
日
咲
く
紅
の
莟
や
散
る
蓮
も

現
し
身
も
地
蔵
も
赤
く
夕
焼
け
て

蟻
の
列
大
地
へ
刻
む
リ
ズ
ム
か
な

伊

藤

上

出

上

本

大

野

片

山

北

岡

小

谷

小

山

高

橋

竹

中

田

淵

西

川

広

瀬

室

谷

山

下

柳

岡

吉

村

由
良
俳
句
教
室

川

柳

ゆ

ら

秀

一

登
喜
子

郁

子

お
さ
む

綾

子

ゆ

み

か
お
り

ひ
と
み

義

巳

桃

代

佳

根

初

枝

峰

雄

俊

次

治

子

百
合
江

美
恵
子

豊

子

マ
サ
子

義

巳

文

香

昭

子

幸

代

治

郎

清

美

進

美

雅

竜

美
智
子

美
千
代

小
夜
美

恭

子

き
よ
み

き
よ
み

充

明

安

子

克

己

田

代

森高

橋

中

﨑

服

部

中

塚

貴

志

白

山

坂

口

橋

本

礒

嵜

礒

嵜

中

口

五

嶋

井

口

山

下

井

上

山

﨑

谷

中
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後期高齢者医療制度に加入されているみなさまへ

下水道は、私たちが毎日の生活で使って汚れた水や、し尿を処理して、快適な生活が営めるように
するため、なくてはならない施設です。下水道の整備により家の周りが清潔に保たれ、汚れた川や海
がきれいになります。

快適で環境にやさしい下水道への接続に、ご理解とご協力をお願いします。

９月１０日は「下水道の日」

『げすいどう みずのみらいを まもるみち』
（平成２６年度下水道推進標語）

下水道の接続にご理解とご協力を

宅地内の排水設備工事については、由良町指定の業者で行ってください。

詳しいことについては、上下水道課（ＴＥＬ６５－１８０４）までお問い合わせください。

詳しいことについては、後発医薬品利用差額通知コールセンター　フリーダイヤル
（ＴＥＬ０１２０－５３－０００６）通話無料までお問い合わせください。

８月下旬から９月上旬にかけ、ジェネリック医薬品を使用した場合、１か月の自己負担額が２００
円以上軽減される可能性がある方を対象に

ジェネリック医薬品使用促進のお知らせを送付しています。
患者の経済的な負担の軽減や医療保険財政の改善のため、ジェネリック

医薬品の使用をご検討ください。
※　ジェネリック医薬品への切替えを強制するものではありません。
※　お薬によっては、ジェネリック医薬品への切替えができない場合
　　もあります。
　　かかりつけの医師又は薬剤師にご相談ください。

　下水道の使用人数にお変わりはありませんか？
　現在、一般家庭の下水道使用料は使用人数により決まっています。（吹井地区を除く。）実
際に居住されている人数に変更がある場合は、その都度、上下水道課までご連絡ください。　
　　　例えば・・・
　　　　　　赤ちゃんが生まれた　　　　　　　　　　　お子さんが転居した
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由良町９月カレンダー

　ごみ収集日１の地区…横浜・網代・衣奈・小引・戸津井・三尾川・糸谷・吹井・柳原・黒田
　ごみ収集日２の地区…里・南・阿戸・江ノ駒・門前・畑・中・大引・神谷
　※ごみは、収集日当日の午前２時までに所定の場所にお出しください。	 	
　詳しいことについては、役場（ＴＥＬ６５－０２００）までお問い合わせください。

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
8 月 31 日 1 2 3 4 5 6

・防災の日
・町・県民税 第２

期、 国 民 健 康 保
険 税　 第 ３ 期、
納入期限

・健康相談 
　（衣奈会館）
・エクササイズ教室
　（中央公民館）

・育児相談
　※子育て支援セ

ンター（ゆらこ
ども園内）

・健康相談
　（中央公民館）

可燃ごみ 1 可燃ごみ 2 プラスチックごみ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

7 8 9 10 11 12 13

・総合健診　　　　
　（由良体育センター）

・エクササイズ教室
　（中央公民館）

・４か月児、10 か
月児健診

　（白崎会館）

・もの忘れ無料相談
会（中央公民館）

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 不燃ごみ 可燃ごみ 1 可燃ごみ 2

14 15 16 17 18 19 20

・敬老の日
・エクササイズ教室
　（中央公民館）

・２歳６か月児歯科
健診（白崎会館）

･ 粗大ごみ
　（里・門前）

可燃ごみ１ 可燃ごみ２ 資源ごみ１ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

21 22 23 24 25 26 27

・職員採用試験 ・秋分の日 ･ 粗大ごみ（大引）

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 資源ごみ 2 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

28 29 30 10 月 1 日 10 月 2 日 10 月 3 日 10 月 4 日

・第 21 回ふれあい
ウォークラリー大会

・エクササイズ教室
　（中央公民館）
・介護保険料　第４

期分、後期保険料
第３期分納入期限

・固定資産税 第３
期、国民健康保険
税　第４期、納入
期限

・育児相談
　※子育て支援セ

ンター（ゆらこ
ども園内）

・健康相談
　（中央公民館）

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２
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平成２６年９月１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報ゆら

７月 19 日（土）、20 日（日）に県立白崎青少年の家に
おいて、由良町子ども会育成連絡会主催の子ども会アウト
ドア研修が開催され、小学５、６年生とジュニアリーダー
等 21 名が参加しました。

野外活動では、海上自衛隊由良基地分遣隊員からロープ
ワークや手旗信号などを教わりました。

また、薪や炭を使っての火起こしを体験、飯ごう炊飯な
どの野外炊事や赤々と燃える火を囲んでのキャンプファイ
ヤーを楽しみました。

子ども達はこの研修で、協力し合う大切さを体験するこ
とができたことでしょう。

子ども会アウトドア研修会

今大会は、初めての試みで町内外から競技者を募
集し、たくさんの参加者が優勝目指して熱い戦いを
繰り広げました。

また、試合の合間には、卓球を通じて親睦も行わ
れ有意義な大会となりました。

各クラスの表彰者は以下のとおりです。（敬称略）

○一般の部
　優　勝 楠

くすやま
山　和

かずお
生

　準優勝 白
しらい
井　修

しゅうじ
司

○中学生の部
　優　勝 湯

ゆかわ
川　光

こうや
也

　準優勝 川
かわせ
瀬　壮

そうま
馬　

平成 26年度由良町卓球大会を開催しました！

飯ごう炊飯

ロープワーク

キャンプファイヤー

今月の表紙

　公民館では、夏休みこども講座を 10 講
座 17 教室実施しました。
　表紙は、衣奈会館のクッキング教室です。


